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フランス技術哲学の現在
──べルナール・スティグレールの技術哲学の射程（1）──



















クー＝ラバルト，ジャン＝リュック・ナンシーが始めた叢書 La philosophie en
effet から〈技術と時間〉と題された一連の著作を刊行し始めた。〈技術と時
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盧 ベルナール・スティグレール Bernard Stiegler の著作の引用は以下の略号で示
す。
TT 1 : La Technique et le Temps -1. La faute d’Epiméthée, Galilée/Cité des
Sciences et de l’Industrie, 1994.
TT 2 : La Technique et le Temps -2. La désorientation, Galilée, 1996.




蘯 Bernard Stiegler, Passer à l’acte, Galilée, 2003.
盻 TT 1, p. 15.
眈 TT 2, p. 167.









眞 この段落，TT 1, p. 124.
１３０ フランス技術哲学の現在
眥 TT 1, p. 152.
眦 ibid.
眛 TT 1, p. 154.
眷 TT 1, p. 171 f.
眸 「差延」についてデリダは随所で触れているが，まとまって論じた箇所として文
字通り「差延」と題された講演論文（Jacques Derrida，“La Différance”in Mar-
ges−de la philosophie, Minuit, 1972, pp. 1−29．高橋允昭訳「ラ・ディフェラン
ス」『理想』1984年 11月号，67−101頁）と，『ポジシオン』所収のアンリ・ロ
ンスとの対談（Positions, Minuit, 1972, pp. 9−24．高橋允昭訳『ポジシオン』，
青土社，1981年，7−25頁）を挙げておく。また「差延」概念を整理したものと
しては，Rodolphe Gasché, The Tain of the Mirror−Derrida and the Philosophy
of Reflection, Harvard, 1986, pp. 194−205が良い。
睇 TT 1, p. 152.







この qui と quoi をそれぞれ「人」，「技術」と訳すのはやや問題があるのだが，
ここでは理解を優先させた。なお，qui と quoi は〈技術と時間〉第二巻『方向
喪失』で次のように定義されている。「私が quoi と呼んだもの」は「常に既に技
術的な世界内部存在者」（TT 2, p. 13）であり，また「先取りし，望み，可能と











睛 TT 1, p. 182.
１３１フランス技術哲学の現在
睥 TT 2, p. 153.
睿 TT 2, p. 97.
睾 TT 2, p. 88 f における『身ぶりと言葉』の引用。ルロワ＝グーラン，前掲書，396
頁，訳文一部変更。
睹 TT 1, p. 214.











瞑 例えば，TT 1, p. 162, TT 2, p. 10．など。また本稿では取り上げなかったがステ
ィグレールは〈技術と時間〉第 3巻で，シモンドンの個体化論をやや詳しく論じ
ている（La Technique et le Temps−3. Le temps du cinema et la question du
mal-être, Galilée, 2001, pp. 147−152．）。
瞠 Gilbert Simondon, L’individu et sa genèse physico-biologique, Jérôme Millon,
1995, p. 22.
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１３２ フランス技術哲学の現在
